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特許文書読解支援のための談話構造解析基盤の確立 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

 

本研究では、特許文書の文間の参照・被参照関係を、知財的視点からきめ細やかなレベルで同

定するための談話構造解析モデルを実現し、当該発明における技術的範囲を理解・分析するため

の解析基盤を構築することを目的とする。本年度は、（１）特許文書における請求項の構造に着目

し、請求項間の参照・被参照関係を解析するためのアノテーション済みデータセットと解析モデル

の構築を進めた。具体的には、特許庁から過去数十年分の特許情報を取得し、アノテーション対

象とする小規模な特許集合（1000件）を選定した。特許集合の選定においては、特許登録の有無

や技術分野の多様性に特に留意した。次に、選定した特許集合における各請求項間の参照・被

参照の有無を半自動でアノテーションした。さらに、それらの参照・被参照がどのような関係を持つ

かのラベルを知財的視点から複数定義し、アノテーションを進めた。また、このような文間の関係性

を同定するようなベースラインモデルとして、深層学習に基づいた談話構造解析モデルを構築し、

その評価を実施した。ただし、評価用データセットの構築は進行中であるため、特許ドメイン以外の

公開コーパスを用いて評価した。また、次年度以降に実施する請求項構造解析モデルの有用性

の検証のための準備として、（２）類似特許の検索タスク、特許請求項の書き換えタスクに着目し、こ

れらのタスクのための評価用データセットを構築した。このようなデータセットの構築においては、特

許庁による公開情報を用いて半自動で構築が可能であることに着目した。具体的には、特許検索

タスクについては、特許審査官がある特許を審査する際にその特許を拒絶する理由として引用し

た特許情報が正解データとして利用できる。また、特許請求項の書き換えタスクについては、特許

審査官による特許の拒絶理由通知の内容に応じて、請求項の内容を修正することができる。これ

は、拒絶された特許をどのように書き換えれば特許が成立するかを評価するための正解データとし

て利用できる。いずれの、タスクおいても、特許請求項の構造の深い理解は必要不可欠であり、本

研究で構築する解析モデルの有用性の検証に適していると考えている。 
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